
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第 1２号 

令和７年２月２８日（金） 

 

その先に見える景色めざして 
早いもので今年度も残すところ

あとひと月（3 年生は半月）となり

ました。みなさんにとってどんな

１年だったでしょうか？ 

年度の初めに、自分で限界を決

めないで、自分の可能性を信じて

ほしいという思いを込めて、「その

先に見える景色めざして」という

スローガンを掲げました。  

生徒のみんなには常に先を見すえて行動してほしいと伝えてきました。何をするにも「何のために

（目的･目標）」を意識すると「何をすればいいのか（手立て）」が見えてきます。そして学校教育の

最終的なゴールは「自立」です。自分で考えて、決めて、行動することができたでしょうか？ 

3 年生は入試も終わり、あとは公立の結果を待つのみ。来週にはそれぞれの進学先が決定します。

でも高校はあくまでも人生の通過点。そこで何をするのか、その先の人生をどう生きるのかが大事で

あるのは言うまでもありません。 

 

 

みんなは生まれたときに「100 万のしあわせのかけら（可能性）」をもらいました。そのうちのい

くつかは、すでにどこかに消えてしまったかわりに、いくつかのかけらは大きく成長していると思い

ます。例えば、「思いやりがある」「気づかいができる」「計算が得意」「英語が好き」「絵が得意」「足

が速い」「我慢強い」などなど。そしてそれはこれから先の人生を生きていく上での強みになります。

苦手なことやできないことで他人と比べて劣等感を感じてしまうのではなく、得意なことも苦手な

ことも全部含めて唯一無二の自分なんだと思えたら、気持ちが軽くなりませんか？ 

 

 

みんなくらいの歳になると、自分の心の中にもう一人の自分がいるのではないでしょうか。 

私自身、このもう一人の自分との会話をとても大切にしています。例えば、思い切ったアイデアを

実行に移すときには、とても勇気がいるものですが、そんなときにもう一人の自分に相談をすると、 

「失敗したらやり直せばいいよ」と背中を押してくれます。独善的な行動をとろうとしてしまうと、

「それはダメだろ！」とストップをかけてくれます。もう一人の自分は、自分を客観的に見てアドバ

イスしてくれるのです。だから、とても頼りになる大切な存在なのです。もう一人の自分との会話を

重ねることで自分を客観視し、なりたい自分に近づいていけたらいいなと思っています。（山口） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寄贈していただきました 

日 曜 行事・その他 

1 土  

2 日  

3 月 職員会議 安全点検日 

4 火 郡中体連会議 

5 水 公立高校合格発表 集金日 

6 木 学校評議委員会③ 

7 金 卒業生を送る会 

8 土  

9 日  

10 月 公立高校再募集出願① 

11 火 公立高校再募集出願② 

12 水 卒業式準備 

13 木 第 40 回卒業式 

14 金 公立高校再募集検査 

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水 公立高校再募集合格発表 

20 木 【春分の日】 

21 金  

22 土  

23 日  

24 月 定時制課程追加募集① 

25 火 特別清掃 定時制追加募集② 

26 水 修了式・退任式 

27 木 学年末休業（～3/31） 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

 

 

 

 

KUMADE STYLE 森戸商店様よりオーランドさん

のおたからを寄贈していただきました。こちらも生徒

玄関に飾ってあります。いいことがありますように！ 
 

 

 

 

 カンダ物流株式会社様から朝日写真ニュースの掲示

板を寄贈していただいたので、生徒玄関に設置しまし

た。定期的に写真ニュースを掲示していきます。 

 


